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市
民
生
活
の
豊
か
な
選
択
肢

50
～
64
歳
の
人
は
、
横
浜
市
の
人
口
の
２
割
程
度
を
占
め
て
い

ま
す
。
仕
事
や
子
育
て
を
終
え
た
人
、
又
は
終
了
に
近
づ
く
人
が
多

く
な
り
ま
す
が
、
親
の
介
護
に
関
わ
る
人
が
増
え
て
く
る
世
代
で
も

あ
り
ま
す
。

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
の
横
浜
市
高
齢
者
実
態
調
査
に
よ
れ

ば
、
40
～
64
歳
の
結
果
と
な
り
ま
す
が
、
「
何
歳
ま
で
働
き
続
け
た

い
か
」
と
い
う
問
い
へ
の
回
答
は
、
「
働
き
続
け
ら
れ
る
う
ち
は
い

つ
ま
で
も
」
と
答
え
た
人
が
最
も
多
く
29
・
３
％
で
あ
り
、
次
い
で

「
65
歳
ま
で
」
が
20
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
家
族

の
介
護
を
し
て
い
る
人
の
割
合
は
９
・
６
％
で
あ
り
、
「
現
在
は
介

護
を
し
て
い
な
い
が
、
今
後
可
能
性
が
高
い
」
人
の
割
合
は
60
・

３
％
、
現
在
介
護
を
し
て
い
る
人
の
う
ち
、
働
い
て
い
る
人
は
74
・

６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
現
在
地
域
活
動
に
参
加
し
て
い
る
人
の
割
合
は
28
・

0
％
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
自
治
会
町
内
会
活
動
・
行
事
に
参
加
し
て

い
る
人
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
参
加
し
て
み
た

い
地
域
活
動
と
し
て
、
「
地
域
貢
献
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
回

答
し
た
人
は
30
・
６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
度
に
実
施
し
た
市
民
目
線
の
ニ
ー
ズ

探
究
調
査
に
よ
れ
ば
、
50
～
64
歳
の
市
民
の
９
割
近
く
が
横
浜
に
住

み
続
け
た
い
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

隣
近
所
と
の
付
き
合
い
方
に
つ
い
て
は
、
「
顔
も
良
く
知
ら
な

い
」
が
約
13
％
と
全
体
平
均
よ
り
も
低
く
、
ま
た
、
「
道
で
会
え
ば

挨
拶
く
ら
い
す
る
（
約
58
％
）
」
が
平
均
を
上
回
る
な
ど
、
こ
の
世

　

 

前
提

(１)
　

 

市
民
目
線
の
ニ
ー
ズ
探
究
調
査

(2)

代
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
距
離
感
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

50
～
64
歳
の
横
浜
市
民
は
、
横
浜
に
住
み
続
け
た
い
理
由
と

し
て
「
買
い
物
や
医
療
な
ど
の
生
活
環
境
が
整
っ
て
い
る
（
約

63
％
）
」
「
普
段
の
生
活
を
楽
し
く
過
ご
せ
る
（
約
36
％
）
」
「
街

に
に
ぎ
わ
い
や
活
気
が
あ
る
（
約
26
％
）
」
を
上
位
に
挙
げ
て
い
ま

す
。
第
二
の
人
生
を
見
据
え
、
横
浜
の
社
会
的
な
イ
ン
フ
ラ
に
も
魅

力
を
感
じ
て
い
る
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

30
代
後
半
～
40
代
と
比
べ
て
、
仕
事
や
育
児
の
時
間
が
減
り
、

社
会
的
な
活
動
や
自
己
実
現
に
向
け
た
活
動
を
行
う
人
、
行
い
た
い

人
が
多
く
な
る
世
代
で
す
。

自
己
実
現
に
向
け
た
活
動
と
し
て
は
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
場

と
し
て
、
各
区
に
あ
る
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
多
様
な
学
び

の
場
が
設
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
近
郊
を
含
め
30
の
大
学
が
あ
り
、

各
大
学
で
開
催
さ
れ
る
市
民
向
け
公
開
講
座
に
参
加
す
れ
ば
、
新
し

い
分
野
で
の
学
び
な
お
し
へ
の
ハ
ー
ド
ル
も
低
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
自
治
会
町
内
会
や
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
地
域

活
動
の
担
い
手
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
豊
富
な
経
験
を
生
か
し
て
、

地
域
課
題
や
社
会
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
市
民
農
園
を
借
り
た
家
庭
菜
園
、
公
園
愛
護
会
活
動
へ
の

参
加
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
た
高
齢
者
や
子
育
て
の
支
援
、

豊
富
な
国
際
経
験
を
生
か
し
た
外
国
人
支
援
な
ど
、
横
浜
で
暮
ら
す

50
～
64
歳
に
は
豊
か
な
選
択
肢
が
多
く
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
自
己
実
現
の
た
め
の
地
域
活
動
の
場
と
し
て
、
自
治
会

町
内
会
活
動
が
あ
り
ま
す
。
自
治
会
町
内
会
の
加
入
率
は
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
等
の
影
響
に
よ
り
全
国
的
に
下
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
横
浜
市
は
都
市
部
と
し
て
は
自
治
会
町
内
会
の
加
入
率
が

高
く
、
地
域
の
お
祭
り
や
運
動
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
防

災
・
防
犯
を
意
識
し
た
活
動
、
公
園
や
緑
道
、
河
川
な
ど
の
清
掃
活

動
等
、
日
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
く
さ
ん
の
活
動
が
、
自
治
会
町

内
会
に
よ
り
担
わ
れ
て
い
ま
す
。

横
浜
市
で
も
、
仕
事
を
し
な
が
ら
自
治
会
町
内
会
活
動
に
参
加

　

 

横
浜
で
暮
ら
す
50
～
64
歳
の「
豊
か
な
選
択
肢
」

(3)

（出典）横浜市高齢者実態調査（R5年３月公表）

(4)
　

 

50
歳
～
64
歳
を
支
え
る
横
浜
市
の
事
業
・
取
組
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受
講
者
数
は
引
き
続
き
増
加
し
た
も
の
の
、
相
談
件
数
は
中
間
振
り

返
り
の
数
値
を
下
回
り
ま
し
た
。
中
間
振
り
返
り
に
お
け
る
有
識
者

か
ら
の
意
見
で
は
、
「
横
浜
市
は
都
市
部
で
あ
り
な
が
ら
自
治
会
加

入
率
が
高
い
こ
と
が
特
徴
。
一
方
で
、
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
変
化
に
伴
い
、
加
入
率
は
減
少
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
も
の
で
も

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
社
会
が
変
化
し
て
い
る
背
景
を
踏
ま
え
、
地
域

に
お
い
て
自
治
会
町
内
会
が
中
心
で
は
あ
る
が
、
地
域
＝
自
治
会
町

内
会
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
。
地
域
に
自

治
会
町
内
会
以
外
の
団
体
が
で
き
、
加
入
率
は
下
が
っ
て
い
る
が
、

孤
立
問
題
は
解
決
し
て
い
る
な
ど
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
た
施
策
の

検
討
が
重
要
。
」
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
政
策
20
「
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
基
盤
強

化
」
で
は
、
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
中
、
中
小
・
小
規
模
事
業

者
の
事
業
活
動
を
支
え
る
た
め
に
は
、
シ
ニ
ア
な
ど
の
人
材
の
活
躍

が
求
め
ら
れ
て
い
る
旨
が
課
題
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
政
策
７
「
市
民
の
健
康
づ
く
り
と
安
心
確
保
」
で
は
、

健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
、
乳
幼
児
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
継
続
し
て

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
の
環
境
や
健
康
を
支
え
る
体
制
を
整

備
す
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
高
齢
者
の
割
合
が
上
昇
し
て
い
く
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

若
い
う
ち
か
ら
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
活
発
な
社
会
活
動
が
行
え
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
地
域
活
動
の
担
い
手
が
不
足
し
て
い
く
中
で
、
仕
事
や

家
事
で
忙
し
い
世
代
で
あ
っ
て
も
、
幅
広
い
層
が
自
治
会
町
内
会
等

の
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
導
入
は
、
参
加
者
の
負
担
を
軽
減
し
、

時
間
や
場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い
活
動
の
実
現
に
寄
与
す
る
取
組
で
す
。

横
浜
に
は
、
活
動
の
門
戸
を
開
き
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
し
や

す
い
イ
ベ
ン
ト
や
過
ご
し
や
す
い
居
場
所
な
ど
、
多
く
の
方
々
や
団

体
が
地
域
社
会
を
持
続
可
能
と
す
る
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
開
か
れ
た
地
域
社
会
で
誰
も
が
担
い
手
と
な
れ
る
ま

ち
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

中
期
計
画
で
は
、
政
策
９
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
」

に
お
い
て
、
地
域
活
動
団
体
の
課
題
感
や
悩
み
に
丁
寧
に
寄
り
添
う

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
型
行
政
を
推
進
す
る
こ
と
、
人
材
の
発
掘
・
育
成

に
よ
り
地
域
活
動
が
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
９
月
に
行
っ
た
同
計
画
の
中
間
振
り

返
り
で
は
、
各
種
地
域
人
材
育
成
講
座
の
受
講
者
数
の
増
加
や
、
市

民
協
働
推
進
セ
ン
タ
ー
及
び
各
区
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談

件
数
の
増
加
な
ど
、
施
策
が
着
実
に
推
進
さ
れ
て
い
る
様
子
が
伺
え

ま
し
た
。
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
９
月
の
第
３
期
振
り
返
り
で
は

す
る
こ
と
の
多
い
50
～
64
歳
の
市
民
層
を
念
頭
に
、
自
治
会
町
内
会

活
動
の
活
性
化
や
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
自
治
会
町
内
会
同

士
の
交
流
や
協
力
を
促
す
た
め
の
支
援
、
新
た
な
担
い
手
の
発
掘
・

育
成
に
向
け
た
取
組
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

自
治
会
町
内
会
運
営
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
電
子
回
覧
板
の
導

入
、
自
治
会
費
や
イ
ベ
ン
ト
時
の
金
銭
授
受
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

な
ど
を
紹
介
す
る
冊
子
の
作
成
の
ほ
か
、
公
民
連
携
で
民
間
事
業
者

の
協
力
も
得
な
が
ら
、
自
治
会
町
内
会
の
Ｄ
Ｘ
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
に
よ
る
補
助
金
申
請
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
効
率
化
を
実
現

す
る
自
治
会
町
内
会
ポ
ー
タ
ル
の
構
築
に
も
取
り
組
み
、
令
和
８
年

度
か
ら
の
運
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
横
浜
を
よ
り
良
く
し
た
い
市
民
の
方
々
や
、
行
政
が
交

流
す
る
市
民
協
働
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
開
催
や
協
働
の
た
め
の
相
談
・
提
案
へ
の
対
応
な
ど
、
社

会
課
題
解
決
に
取
り
組
む
方
々
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
身

近
な
地
域
に
お
け
る
市
民
活
動
を
支
援
す
る
各
区
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
地
域
人
材
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
・
活
動
先
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
や
地
域
づ
く
り
人
材
の
養
成
講
座
、
地
域
の
つ
な
が
り

づ
く
り
支
援
な
ど
、
各
区
の
特
色
あ
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
と
安
心
確
保
に
向
け
た
取
組

と
し
て
、
健
康
み
ち
づ
く
り
推
進
事
業
等
の
健
康
づ
く
り
の
場
を
創

出
す
る
ほ
か
、
従
業
員
等
の
健
康
保
持
・
増
進
の
取
組
が
、
将
来
的

に
企
業
の
収
益
性
等
を
高
め
る
投
資
で
あ
る
と
捉
え
、
従
業
員
の
健

(6)
　

 

開
か
れ
た
地
域
社
会
で
誰
も
が
担
い
手
と
な
れ
る
ま
ち

(5)
　

 

中
期
計
画
の
位
置
づ
け・振
り
返
り

令和７年度自治会町内会向けデジタルツール展示・相談会

デジタルツール紹介冊子「あれ？そのお悩み解決！
できるかも！～デジタル時代のお役立ちアプリ・
サービス集～」

康
づ
く
り
を
経
営
的
な
視
点
か
ら
考
え
、
戦
略
的
に
実
践
す
る
「
健

康
経
営
」
に
取
り
組
む
事
業
所
を
、
横
浜
健
康
経
営
認
証
事
業
所
と

し
て
認
証
し
て
い
ま
す
。
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外国人と日本人の接点 コミュニティカフェ
　緑区には１５３４人のインド人が住んでおり（2025（令和７）
年12月時点）、その中でも霧が丘地区は、インド系インター
ナショナルスクールの開設をきっかけにインド人が多く居住す
るようになりました。外国人と日本人との接点、多世代・多文
化交流を深めるための新拠点として整備されたのが「ぷらっと
kiricafe」です。この施設整備を支援したのは、横浜市の事業
「ヨコハマ市民まち普請事業」。
　同エリアで活動している子育て世代、シニア世代、国際交流

グループの３つのグループが合流し、一つの法人「霧が丘ぷ
らっとほーむ」を立ち上げました。現在同法人が運営するぷ
らっとkiricafeでは、インド人が調理するスパイス料理の提供
や、こどもたちの学習支援、外国人（大人・こども）向けの日
本語教室、インド人の先生によるこども向けの英語教室など、
インド人コミュニティと日本人コミュニティの接点が日々紡が
れています。

「ぷらっとkiricafe」の様子 「ぷらっとkiricafe」の様子


